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The Noto Peninsula earthquake of 2024 caused various 
types of damage to buildings. During the reconstruction 
period, a large-scale heavy rain disaster occurred, and we 
learned that it is difficult to prepare for disasters while 
rebuilding an area. We will need custom-made plans that are 
suited to the characteristics of the affected areas. 
 

1. 令和６年能登半島地震における建築被害の特徴 

（１）地震の規模と特徴 
令和６年 1 月 1 日に石川県能登地方の深さ約 15km

でマグニチュード（M）7.6 の地震が発生し，輪島市や

志賀町で最大震度 7，能登地方の広い範囲で震度６強

や震度６弱を観測．M7.6 の地震の前後にも規模の大き

な地震が発生し強い揺れが長く続いた．輪島では今回

の地震に伴い 2.0m 程度の南西方向への変動と 1.3m ほ

どの隆起が見られるなど大きな地殻変動が見られた[1]． 
（２）建築被害の特徴 
上記の地震による建築被害は全壊 8,695，半壊が 18,986
一部破壊が 86,284 であり，その要因の多様さが特徴で

ある[2]．主な建築被害の要因として，①主に旧耐震基

準以前に建設された建物の地震動による倒壊，②液状

化による地盤や基礎の被害，③火災による建物の焼損，

④土砂崩れによる倒壊，⑤津波による冠水などが挙げ

られる．中でも，①については能登地方の建築物が全

国でも古い建物が多いエリアであったこと，瓦屋根な

ど屋根が重く１階に大きな開口がある木造店舗や土蔵

などの建物で被害が大きかったことなどが特徴であり，

七尾市の一本杉通りなど歴史的な街並みでも大きな被

害があった．また，②については石川県のみならず富

山県や新潟県までの広範囲で発生しており，①と複合

した被害が見られた．③については輪島市朝市通りで

大規模な火災が発生し 240 棟が焼損した．これは，水

道水の断水や河原田川上流の土砂崩れによる水位低下，

大津波警報による河川や海からの取水困難などが被害

を拡大させた複合的な災害であった［3］． 
２. 被災地におけるこれからの防災まちづくり□

（１）復興期の災害 
被災地では令和６年９月 21 日から 23 日にかけて

発生した令和６年９月能登半島豪雨災害が発生し，

奥能登地域を中心に河川氾濫や土砂災害が多発した．

復興の遅れや被災者の帰還意欲の低下が懸念されてい

る．大規模災害では復興期に自然災害が発生すること

は避けられないが，改めて災害への備えをしながら地

域を復興することの困難さを浮き彫りになった． 
（２）地域復興の視点 
Build Back Betterが復興理念のベースになるが，無
理な復興が地域を疲弊させることもある．少子高齢

化や人口減少という地域課題が加速することを受け

入れ，地域の実情に合った復興が求められる．また，

被害が多様であり，立地条件も異なることから，復

興手法や復興後の未来像も多様にならざるをえない．

今後は個々の被災地の特性にあったオーダーメイド

の計画が必要になるだろう．東日本大震災復興に 10
年以上関わった経験から下記の視点を示す． 
❶被災地での復興が望まれるが，人口減少の著しい場

所では比較的安全な場所への集団移転や集落の集約な

ども選択肢とすること. 
❷復興では生業，学校や医療施設，商業施設の復興を

優先し，早期に安全な場所へ被災者の希望よりも多く

の仮設住宅を供給すること. 
❸能登らしい景観や文化の復興へ向けて，復興後の地

域アイデンティティを早い段階から議論すること. 
本研究は日本大学特別研究の助成を受けたものであ

る． 
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